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防 炎加 工に おける防 炎効 果ヒ耐ま 濯性付 与 。粂件設 起にMl  SI   る研 兜

被　服　125

日 本-tr 丸製政　　 中 西片 手　 鈴 木郁 手　o 漣轟 リ つ子

目的： げロ バテヽV ワ ス（Py ）を 主ffi.分 とし仁防 炎 ロエ桐 を 用II ？ 、 そ 。防 炎筒 屍 と耐洗 濯

･陸ヒ フn  T 、種 々<n 角度n らヽ 検討L.  T-。特 ＼二、 防 炎加ｴｰ 布・ 防 炎勧 蚤ヒ耐?fe5ll､ﾄ生乞与X. る

要 因ﾋ1 考 えられ るリ ン(P ）、窒素（N ）、イ オウ（S) に准目 し、 それ ら。含 肩量 と梱 互作 用を中心

に防 炎性能 乙耐 洗-3S性。付 与効 果Iこ つい て考察 し仁 。

方法： カロエ御目ZPy 乞主 成分 とし-   N 漂 じし？P/ 樹 脂・ 尿素、P ゑ とし？Py ・ リ ン酸 、

s 源 じし7  ス･レファミ ン酸 乞m 口T  N 量 、P 量.  s 量－ 詞節し、綿loo ％のシーヽｿ地 に方ロエ

を施 した 。力り工方 法は、m 製 し-.T=カロエ剤溶 歳 に40 分間浸 漬 優、 マ ンク Iしを 用1 I 7 絞･I 、 再

び ＼o 分聞浸盾 し、綾 り率 卯^o に絃っr-z.。 守－T リi-  グ粂-i牛は、 検討 し牝結 果、16O･ Ｃ、4 分

"5）聊!'-t3置飽しだ 。そ。綾、0.2 昿炭 酸 すト リ ウム塞 液i.  用い、好に^ ）: t 、90"C? ゛ノーt二･ン

ヂ し托。 実験 巴しX  I*、 酸 素指 毒久、引 張弓弧度、ｲ寸着率 、 ホIしムT    Iしデt ド 、Ｐ、N  、£ Xf-

ど･en 虻量 を行 い、未渋ﾇ置布<n 示了Z   れら の漸 艶値 に ぶリ防 炎･瞳能 を判 定し、2? 回洗;屋後 。

変化 にごよっ て耐洗濯性 を評価 しT  それ ら£ 灸件設 些 の基雙1とし↑を。’

紬 果: N  量 が一起 。場 色、 一包曼以上 のP  -ft増 加によ る防 炎筒 果 、、顕 差な 変ｲﾋ はな く、

ｔ しヽ ろ酸 によ る引 張強度 の低T  が 見ら れた 。一方、N* 増力叫-   ぶっ マはX  々 rr 効 果。向 上

琲得ら 収、N 量 は 支配的券 因 でヽ渦§  こ とボわ かっ 托 。つ まりP  -k.ボヤな く７ も、H  t  恥即

け れば、防 炎性 能 ボ右iく 尽 るしI' う結 果 乞得一犯。し 力ヽし 、防炎 性能付与 にi芯両治 。含瀕 隻

に 下f・w ぐi.ら収Tと。な お、H 遼 とし てp/ や樹 脂内添ｶﾛ 量 に は 風合丿 の点､刀ヽ ら限 界?ドあ っ仁

が、尿素 乙塩化 アン モニウ ム<n 添力口t＼'M女力rヽ あっr- 。£ に関し ■z は当em 告了 る。
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９月10 日（土）第５会場　 午後1 :00 ～5 :00

紅子あヽよu-'^質ク)辱向吸気的性質と付為現象
奉笈々 尺私政　田川薬疹呼　権熊孝子　〇甘り絢子

目的　 固径 粒 子ぷ二･`̂ の村 島 ■ 脱報 過超 を繍討 寸 る私 力Iりi 粒 手* よヽ び凛 噴 心

的 作蟹 を明 り ヽI-寸 ろ如

旅 を用 い-i それ ぞれの界向愛 気的 性憚:fS. らび収 発<f への粒 子心 十§-yll

t 練 討 しre.

方浪 似 群 い てIf］ヽヽr-.粒ﾗｰ| さヽ 刊 ロ ンn  (f レ緊 ）.  分か りh 隻板 でわ 。デA  ロン

粒? ・粒 攻分布 ゆえ 心 れ侑 瓦解 戊破船W 匯 をI'  ﾊﾎ> に 形 駄fc K  5 り*  疋 査C 子雌 敗暁

ぞ 乾 今IP-,   粒 子り 影｜･ ヽゼ` 一ﾀ 電 位･i-n肺 娩% と 穂 が乞t 測ヽ 走 しXリ タ動ﾉ隻タり が め艮。

芳噸 ぺの粒 于り4 烏穆 和 束石 喪板i. 寄 捨 に 作 家 しT'- -t Iレご佇X ^ﾀ X   2.  ・w?  )　を同 ヽヽ ･乙マ

れo ヽ! ui､ぞ調 べ゙ r-.   也Iレ-- f   ̂ロソ タ倣 粗し･If  /1 ）を 入れ 沁存顛 娘吃 のユ 孚－ゾ上t'Z

時 間静 ま 寸'> ^ 粒 ヤが-fe. ･レ千壁I'- 沈 聘-ij い ろt ご れを 孚薄 流 影t  々 .   々 Iレのにｰ-p と に･む

て 釦分條帽 ぽ＼一視 野 の付 蒐粒 子i  写真 埼影i  ,  吃れ ＼` Kしのれ ケれ ち と->!- をボ肖 几-。

幼 粟 ナ･| ロン 粒 り, 平句 釦t-  r/t.・ 。球 形 鼎 予-i't,一川 曲がり ヽ州秀られr-~岑喩 飴 あな

ざ 勿・ 仁 ，石 箸休 叫 ←/o で 負の い

英ぐ りH  卜 げ の破 涛x ）H略 和ぽ が`高 く,   pH 7 ～/に"  (i- /．` 一毫 値 を不t  た。 ナ■i コッ粒 子

I* χ電匡 より馮^W 曝嶮 ぞぢ向^ 絢,匁度（

々^/iりt pH く?  りu  i   .  裔 の電杓 を もっβ 爽板 へ βを荷 をi っナ イ■aソれ チび 静-1,幻相・

作 哨炉'- よI; ^□ つ 叶I, れｲｷ 烏i  ＼ ニい ヾ禾ざれr-. 一元 呻 〉ｓ 。"(i ″` ノns 降pfi I'よ̂り

刄i く 気化 し'K/,Ls  。 卵 曲砂乙と･ら ～呻 曲球<? J:ヽヽ対 応 が`俳 められ 仁，


